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　　　　　　　　　倍　分　円円 　　　 　 　　　　　　円
　　　　　　　　　　15，674　　　6，14088ト2536，18 　　　5．6697223
6198，02
4957．2572
4369．7051
O．644
0．096i・
O，087
0．03
0．256
0，13
O．051
0．OBI
O．045
5293，351
176．77656
4698．64
4663，61
6048，48
3．16230
3．96973S5
4． 74245
3．1285095
3．1320131086
3．42
3．37
3．99646
19，600
19，679
18，240
16，560
16，204
16，069
IS，716
20，176
4．4539728
5．366646フ
．831484636
4．4661003　L
4．23847
4．287441
4．10803
S．310882
注）津山町会議書綴各年度，町税戸数割は決算額であるが臨時賦課はのぞいてある。
定めこれを実施していたのであった。第11表は津山町の県税戸数割の賦課状
況ならびに付加して課せられた町税戸数割の徴収状況を1907～15年度までに
ついて示したものである。まず！907年度当初3，477戸の対象戸数があったも
のが人［1増加にともない1915年には3，845戸と漸次若干の増加をみせている。
この表でみても明らかな通り，県税戸数割の賦課状況について特徴的な点は
第1に，前期・後期通常賦課分のほかに殆んど毎年に近く臨時追加賦課があ
り，さらに追加賦課は前期・後期以外にも拡大して徴収されていることであ
る。第2に，賦課額は1907年度から8年度にかけいっきょに3倍近くに拡大
　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　27　一
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し，したがって一戸当り平均の賦課額も36銭4厘5毛から88銭9厘5毛（各
前期分のみ）へと拡大し1909年度以降も1907年度OP　2倍と新たな高位の賦課
水準で推移していることである。これにともない，県税付加税としての町税
戸数割（戸別割ともよぶ）の賦課は1907年度で県税戸数割の6．14088倍の付
加税率で1戸平均5円66銭9厘7毛223にも達している。19Q8年度以降も，
付加税率3～4倍，1戸平均4～5円の高水準で推移しているのである。こ
れはこの時期の町経費の増加より直接的には小学校分離改築等にともなう経
費拡大を反映するものであった。
　いま，第12表，第13表，第14表によって津山町における県税戸数割の賦課
状況を日露：戦争時の1904（明治37）年度，戦後の1908（明治41）年度，第一
次大戦前夜の191．3（大正2）年度の3つの時点をとって検討しよう。津山町
議会で配賦をきめる県税戸数割は，賦課標準額を1等級～32等級ないしは33
等級に分けて賦課されている。その財産等位標準額も1904年度に1等級8万
円以上だったものが，日露戦後の1908年度には12万円以上に，1913年度には
　第工2表津山町県税戸数割賦課状況（その1）　20万円以上に．まで拡大しわずかな
　　　　　　　　　（1904＝明治37年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がら課税免除者も設けられるに至等副酬㈱比）陣馴（撚比）
　！等
　2
　3
　4
　5，
6　tvlO
ll～工5
16rv20
21’一一25
26A”30
31’v32
合計
　戸　1
　1
　4
　3
　3
　30
　126
　448
　630
1，611
　8251’
3，482
　　％
i　（O．3）
　（O．9）
　（3．6）
（12．9）
（15．2）
（43．4）
（23．7）
（エOO．0）
　　　円
　26，660
　20，000
　74．800
　46，500
　39，000
　189，350
　249，200
　294，980
　96，930
　80，500
　15，470
工，工33，390i
　　％
g（i8．3）
（16．7）
（22，0）
（26，0）
　（8，6）
　（7，1）
　（1．4）
（IOO，O）
注）1．前掲資料により作成。県税戸数割
　　は前期分通常賦課である。
り，救助階層への社会政策的配慮
がなされるに至っている。しかし
戸別を対象に行われる納税者数
（戸数）の分布は，16等以下の中
下位階層が1904年度で95．2％を占
め，1908年度96％，1913年度94．8
％と圧倒的な比重を占めており著
しい大衆課税＝細民課税の性格を
示している。税額累計でも11等以
下の中下位階層で6～7割を占め
るのである。とくに21等以下の下
一28一
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津山町県税戸数割賦課状況（その2）　位階層の税額に占める割合が，
　　　　　（1908　＝明治41年度）
等級瞬（轍比牌訓（構成段）
　1等
　2
　3
　4
　5
6　NIO
l！NIS
！6N20
21”一．25
26N30
31一一・33
免　除
合　出
戸
　1
　3
　1
　2
　6
23
98
372
531
1，072
1，371
　　4
3，484
　　％
?
　（0．4）
（O．7）
（2．8）
（IO．7）
（16．2）
（30．8）
（39．3）
　O．1
（100．0）
　　円
67，000
177，000
62，000
88，000
222，000
448，400
519，900
68B，400
442，140
287，320
106，850
3，099，010
　　iOOV
i（i9．6）
（14．5）
（16．フ）
（22．2）
（14．3）
（9．3）
（3．4）
（100，0）
注）前掲資料による。
第14表　津山町県税戸数割賦課状況（その3）
　　　　　　　　（1913＝＝大正2年度）
等細戸蜘轍鮒）陳釧（構成比）
　1等
　2
　3
　4
　5
6～工O
！l～工5
16N20
21fiv25
26”v30
31”v33
免　除
戸
　2
　2
　3
　3
　3
2B
IO4
336
660
1，180
1，430
　S4
3，792
　　．o．／
／　（b．4）
　（0．フ）
　（2．フ）
　（8．9）
（17．1）
（31．L）
（37．7）
　L4（100．0）
　　円
！47，560
116，800
14S，500
117，000
93，000
380，800
351，000
412，410
359，660
168，420
51，300
　　iOOV
?????）
（16．2）
（ユ5，0）
（17．6）
（15．3）
（7．2）
（2．2）
2，343，4501　（IOO．O）
注）前掲資料による。
19Q4年度に17・1％だったものが
1908年度には実に27％と3割近く
に拡大し，1913年度にもなお24．7
％と税額全体のY4を占めているこ
とが注目されるのである。町税付
加税にはこれに対して3～6倍
（多い場合はこれをさらに超える
こともある）位の比例倍率で課税
されるので下位の零細な戸〔1（大
部分農家）ではかなりの重課で逆
進性がつよい税となるのである。
1戸当りの県税戸数割の賦課は，
1908年度半期分で1等75円50銭
（通常賦課67円，臨時賦課8円50
銭）から33等4銭（通常3銭，臨
時1銭）までに配分されている。
また上位階層は町内の有力地主層
が占めるがその順位も年次を追っ
て若干の変化がみられる。戸数割
の配賦，その等位の決定等は町村
議会の最も重要な自治行政の一つ
をなしていkことは明らかであろ
う。
　いま，1908年度を例に津山町会
議員27名の出身等位をみると，1
等級の苅田善治郎を筆頭に5等ま
一29一
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でで計2名，6等～IO等まで3名と10等級までを5名で占め，15等までで16
名と過半に及び，ユ8等位まで24名と27名中の大部分を上中位階層出身者で占
めていることが分る。ここで上位を占める人の名前をみるとユ等苅田善治
郎・2等松本幸四郎・片山秀五郎，山田猪之助，3等吉村唯四郎，4等森本
第ユ5表　津山町会議員の
　　　出身階層
　　　　　（1908年度）
戸数割等位　　人　員
エ～5等
6　～ユ0〃
ll　N　15”
16　N　18　ti
！9　N　33v
2名
3
11
8
3
計 27名
町長小沢泰は13等と上層の中位辺に位している。
会の意志決定には，上中位を占める有力議員の影響がきわめて大きく作用し
ていたことは明らかであろう。津山町ではとくに中位等級に位する中堅議員
が町会の大多数を占めている。尋常小学校の分離にさいしての意見発議にも
これら中堅議員の発言が大きくなっている。戸数割賦課とそのあり方をめぐ
る村民からの意見書，訴願もあったとみられているが，町村合併時に処分さ
れ現在役所倉庫には保存されていない。学校分離については，当時大字地区
住民の意向もつよく反映していた。
　町会ではこのほか県税営業税の賦課も決定されているが，営業税のばあい
1等～5等と等級の分け方も小さく賦課額も1908年前期で202円，404戸，1
戸平均50銭と戸数割の賦課の町内への包括的性格と比べてその町税に占める
　　　　　　　　　　　　　　　　くの付加税としての地位もかなり小さい。
慶三，林喜平，5等浮田佐平，下山豊治郎，藤田
徳治郎，塩山駐助，中島辣治郎，井上林吉，6等
石坂咲夫，湯浅善水，甲元保五郎などの名前がみ
える。この順位は年次によって変化が若干みられ
るのは地主層の加地子（小作料）など所得額を考
慮したからであろうが必ずしもその明確な根拠を
明らかにし得ない。ただここで一等級に位する苅
田善治郎は，町内の有力地主層のユ人で町長など
を経験した者もいる家筋である。ちなみに当時の
　　　　　　　　　　以上のような構成から町議
（6）1908（明治41）年度津山町県税営業税（行商業）前期分の等位をみると以下第16
　表の通りであるが，戸数割に比べ全体として負担者の戸数は少ない。
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町の歳入には税のほかに有志者からの寄付金もかなり重要な位置を占めてお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くア　り，小学校建築への寄付金なども散見されたのであった。
第16表 津山町の営業税
　　　（1908年度前期分）
等副撫轟人員陣額．
　　　　　　　円　　　人
1等
2
3
4
5
700
600
500
400
300
37
86
工52
98
3！
?
25，900
51，600
76，000
39，000
9，300
（7）
合訓　　・・4入｝・・2・…
　たとえば1907（明治4G）年12月工8日，岡山市川崎町に住む，塚本芳五郎より津山
町基本金に指定寄付金百円，津山町西新町武田百六郎より津山尋常小学校基木金に
指定寄付金壱円などがあった。また塚本芳太郎は別に4百円を津山高等小学校，津
山尋常小学校ならびに津山私立幼稚園に指定寄附を申出ている。
一3！一
